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そういえば、前に"どせいさんの辞書"をもらったはずだぞ」
急に思い出したぼくは、辞書を取り出した。まさか、これが役にたとうとはね……。
ところが辞書をひろげてみてガッカリ。1つも文字が読めないんだ。それもそのはず、そ
の辞書はどせいさん語で書かれていたものだったんだ。困っていると……。
突然、どせいさんが、ぼくから辞書をとり、ふんふんと読み始めた。
「だいだい、わかったです。どせいさん、ことばしゃべるます。あなたべんり、まあえんり
よすなで、もっとよってけ」
なんとどせいさんは、たどたどしいながらも、あっという間に人間の言葉をマスターして
しまったんだ。ひよっとして、この人たち、すごい種族なんじゃないの……。
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「ここで死ぬ?それはおまえだ!
ほくはとっさに身がまえた。仲間たちも、それぞれの武器を手にDXスターマンをにらむ。
「ふはははは……たいした自信だな!」
おかしそうに笑うDXスターマン。この～つ、笑うなら笑えー
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